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Extratropical　Cyclones：

　The　Erik　Palm6皿

　lMemorial　Volume

米国気象学会，1990，272pp，＄60

　Erik　Palm6n（1898－1985）をよ1930年代からルー・チソ

的に得られるようになった上層観測のデータを用い，主

として熱帯外低気圧の研究にパイオニア的役割をした人

である．1988年に彼の生誕90周年を記念して，ヘルシソ

キでシンポジウムが開かれた．その際の12の招待講演を

NewtonとHolopaihenが編集したのが本書である．

NewtonはPalm6nのシカゴ滞在以来り協力者であり，

両者の共著であるAtmospheric　Circulation　Systems

（1969，Academic　Press，603pp）は今でも総観気象学

の参考書として愛用されている．HolopainenはPalm6n

の教え子の一人で，ヘルシンキ大学の教授である．

　最初の二つの章ではNewtonとH・Riehlが，熱帯

外低気圧と大気大循環の研究におけるPalm6nの功績

を要約している．Palm6nの主な論文は，彼が50才に近

づいた頃から続発したことは，私を含めた高齢者に心強

い．

　第3章ではR．．J．Reedがまず1960年以前の低気圧の

知識をまとめ，次に数値モデルや気象衛星などが利用で

きるようになった過去四半世紀に，低気圧の研究がどれ

だけ進歩したか述べている．以下の各章で低気圧の諸測

面を展望するための簡潔で要領のいい総論となってい

る．

　第4章はHolopainenのr大気大循環における低気圧

スケールの渦の役割」である．第5章ではB．J．Hoskins

がr熱帯外低気圧の理論」を，主として渦位の見地から

述べている．第6章はLW・Uccelliniのr熱帯外低気

圧の急速な発達に寄与する過程」である．材料は主とし

て冬期米国大陸東岸で発達する低気圧である．個々の低

気圧の発達には，いろいろな物理過程が相対的に違った

程度で寄与していることを示して，読みがいがある．

　第7章ではS・Tibaldi，A・BuzziとA・Speranza（い

ずれもBologna大学）が地形性の低気圧発達を論じて

いる．記述が主としてアルプスの低気圧について彼等自

身の仕事に限られているのが残念である．その反面，ふ

だん見ない文献が要約されている利点がある．

　第7章はK・A・Browningのr熱帯外低気圧に伴う雲

と降水の組織化」であり，第8章はA・Elia忌senのr前
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線帯の鉛直面内循環」である．第10章のM．A．Shapiro

とD．Keyserの「前線・ジェット気流・圏界面」は新

鮮な読み物である．一般的にいって本書では衛星雲画像

は殆ど掲戴されていないが，この章では雲画像でみる低

気圧の内部構造を研究用航空機で測定した結果が要約さ

れている．そしてノルウェー学派の低気圧モデルの改良

として，低気圧発達の4段階の特性（初期の前線性低気

圧・前線の破砕・ベントバックの温暖前線と前線のTボ

ーン模様・暖気の核の閉じ込めなど）を提唱している．

また航空機観測によるポーラー・ロウの内部構造や圏界

面と寒冷前線の微細構造も興味深い．

　第11章はL．Bengtssonのr熱帯外におけ為大気爾循

環の数値予報の進歩」であ「る．1989年の時点までのモデ

ルの改良と数値予報精度の向上の歴史を述べている．気

象庁の初代の計算機IBM704から将来のCRAY3ま
での計算速度の進歩を示す図もある．

　第12章はRA。Anthesによるr局所微格子モデルに

よる低気圧発達の理解と予報の進歩」である．数値モデ

ルが単に実際的な予報に役立つのみならず，感度実験な

どを行うことによって，低気圧の発達に寄与する諸過程

の理解・診断学的研究・エネルギー収支の研究・さらに

将来の観測システムの設計などに役に立つことを強調し

ている．

　このように観測・理論・シミュレーションなど，さま

ざまなアプローチによって，熱帯外低気圧は傾圧不安定

波だという以上に，過去四半世紀に得られた知識がバラ

ソスよく綜合報告されている．一冊の本として見たと

き，私が感心したのは，12章はそれぞれ独立した自己完

結の読み物であるが，書き方のスタイルとレベルがよく

統一されていることである．相互の重復は最小限となっ

ている．執筆者がそれぞれの分野で世界的エキスパート

であるのみならず，こうした綜合報告を書き馴れている

こともあるが，編者の功績も大きいと思う．引用文献も

豊富であり，広く気象学会員に一続をお奨めしたい．

　次に述べる理由によって，本書はわが国の読者に特に

役に立つと思う，12章全部で合計1，000を越す論文が引

用されている．その中には重復して引用されている論文

も多く，実数はこれより少ないが，わが国でなされた研究

の論文で引用されているのは二つだけである，一つは温

帯低気圧の生涯を数値シミュレーショソしたTakayabu

（1986）で，他は台風の数値実験に関するSyono（1962〉

である．

　気象学といっても多くの分野があり，国によって得
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手・不得手がある．総観気象学はわが国にとっては不得

手な分野らしい．しかし一般の人は気象学といえば天気

予報の科学と思うほど，温帯低気圧は気象学の中心課題

の一つであり，わが国付近は世界有数の低気圧の発生・

発達地であることを考えると，上記の事態は少し不思議

ではなかろうか．Thorpeは（qJRMs，1991，1376－

1377），熱帯外低気圧は大気大循環に次いで最も研究さ

れた気象現象であり，・研究は現在も継続中であるだけで

なく，拡大および加速されているようにみえる乳と述ベ

　　　　　　　ヤている．わが国には，大学で総観気象学の教育も研究も

殆どしていないこと，四方が海で気象データが入手しに

くいこと，その他のハンディがあるが，もっと活濃な研

究がされることを願うばかりである．

　　　　　　　（イリノイ大学名誉教授　小倉義光）

編集後記：気象庁では，アメダスやレーダーをはじめと

する気象観測を精度よく実施するために，観測環境の調

査を行い設置場所の見直しや機器の更新のための地味な

作業を日夜行っています．こうした作業を通して得られ

た観測データは天気予報等の気象業務の推進を支えてき

たと同時に，一これまでの大気科学の発展の基礎になって

います．今後も大気科学のさらなる発展に貢献できるよ

うな新しい技術を駆使した観測システムの確立・導入を

めざすこととしています．

　こうした意味で，気象学会つくば92（1992年春期大

会）のシンポジウムr新しい観測システム」はタイムリ

ーな企画であり非常に興昧深いものでした．また，大会

実行委員会の努力で編集されたプ戸シーディングも充実

したもので観測システムの現状と新しい観測研究の動向

をつかむ上での好資料となるものです．

　この企画を足がかりに，大気観測システムに関連する

研究がこれまで以上に推進されることを期待するととも

に，その成果を天気をはじめとする気象学会の出版物や

関連の研究会等で広く公開できるよう少しでも役に立て

たらと考えています．　　　　　　　　　（中井公太）

　長い間「天気」編集委員会の編集書記として，機関誌

の発行に献身的に努力された西沢美佐子さんが，都合で

退職されます．正確にかつ迅速にという相反する要求を

満たしながら，毎月定期的に機関誌を発行することは大

変な仕事です．西沢さんはこの困難な仕事を的確に処理

され，r天気」の定期発行に多大の貢献をされました．

この場を借りてお礼申し上げます．本当にご苦労様でし

た．

　1月号からは新しく大井戸和子さんが編集書記として

仕事を担当されます．現在は仕事を憶えるための特訓中

です．1月号からは印刷をCPS化するため，編集作業

の手順も一部変更されます．このため，編集作業に慣れ

ない間は会員の皆様にはご不便をおかけすることがある

かと思いますが，編集委員会の事情をご理解いただき，

会員の皆様のより一層のご協力をお願い致します．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集委員長）
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